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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

　・点滴ボトルが一般ごみに捨てられている事がありましたが、非感染性ですので

　　間違いのないようごみの分別をしていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・袴田　将志様～不眠時の屯用薬継続処方となっています。

　　　　　　　　　ハルラック(催眠鎮静剤)(0.125) ２Ｔ １×不眠時 ７回分(1日１回)

　　　　　　　　　まで処方となっています。

　・小笠原禮子様～本人様より魚禁を止めたいと訴えあり。魚禁解除となっています。

　　　　　　　　　また粥よりご飯へ変更となっています。

・田端　テル様～膝痛訴えあり、ナパゲルン軟膏1本処方となっています。

・木村　義重様～排便コントロールの為、シンラック液一本処方となっています。

・出河　攻様～本人様より8/15(土) 15:00から弟様が面会に来る予定であり、主治医　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もその場に入って欲しいと希望あり、主治医へ確認したところ平日であれば可能との事。その旨、準夜帯で電話連絡していますが、繋がらない状況です。引き続き、弟様へ連絡するようお願いします。

・大湯　輔様～7/25 17:30～7/26 17:30まで外泊希望出ており主治医より許可となっています。

・舘ひろ子様～現在プログラム終了後レポートを書いていませんでしたが、7/24(金)

　　　　　　　よりレポートを書いていく事となります。就いたスタッフは本人様に

　　　　　　　説明の方を行っていきましょう。

　　　　　　　　

＜自己服薬管理者・評価検討＞

出河攻様　　山田隆雄様は忘薬、拒薬なく問題なく行なっています。

大橋　照子様　自己服薬管理行っていますが、最近服用時間の遅れ、スタッフからの

　　　　　　　声掛け要しています。確実な服薬が出来るよう関わっていきましょう。

　　　　　
＜川端Dr診察＞

・江刺家　陽輝様～退院時処方として1日分処方となっています。退院時は現在残って

いる薬と一緒に持たせるようお願いします。軟膏はデルモゾールＧとエルタシン軟膏の両方を持たせても良いとの事です。

・大湯　輔様～外泊から早く帰ってきた事を主治医より尋ねられると、本人様が話して

いる外泊中の出来事と奥様の話が少し違うので、奥様を呼んで家族面談

したいと主治医よりスタッフへ話しあり。27日(月)10:30か28日(火)16:10のどちらかで設定する事と、ＴＥＬ時に借金の整理について進められるものは進める事を本人様にも伝えています。また必要であれば外出しても構わない事を奥様に伝えて下さいとの主治医より指示ありました。準夜帯で奥様へＴＥＬし、面談は28日(火)16:10を希望され、　　

借金の件については、昨日弁護士に頼み進めていると話しています。　　　　

・阿部　文香様～乳汁分泌について、主治医より薬の副作用であると考えられるが、

　　　　　　　生理があれば問題ないと話しあります。またスタッフは乳汁分泌の確認を定期的に行うよう指示ありました。

・鈴木　茂子様～腹筋したら腰痛になったと話され、昨日湿布を処方してもらったが

　　　　　　　無くなったとの事でアスモロール1袋処方となっています。今後は、

　　　　　　　腹筋したら背筋も一緒に行うよう指導されています。

・宮本　建蔵様～外出泊の連絡はスタッフに依頼するのではなく自分で行う事、また外出の内容もよく考えて連絡するよう指導受けています。スタッフは代理の電話を本人から依頼されても、外出泊が本人様の希望であれば受けない様お願い致します。

・山田　隆雄様～顔面が白っぽくなっている事あり、顔を洗い過ぎない事、治らなければ薬を使わなければなくなると本人様へ伝えています。

・曽我　正子様～本人様よりオヤツを自己管理したいと希望あり、主治医よりスタッフ管理を続けるよう話しあります。おやつとしてベビースターとアイスクリーム・コーヒーの希望ありますが、麻痺性イレウスもありますので主治医より栄養士に確認してもらうよう指示を頂いています。

＜退院前訪問指導＞

　・川村　敏也様　　7/25（土）午前　弟様が東京より来院予定。時間未定。

　　　本人様含めて主治医面談後、弟様とご自宅へ帰って頂く。

　　　その際自宅の状況確認し、自宅の環境を整える必要がある。

　　　以前はアルコールを大量に飲酒したり、お金の浪費が目立ち、薬も怠薬していた。

　　　デイケアについては拒否的であり、生活能力はあるがヘルパー等も検討する必要がある。

　　　現在は疾病教室も実施しており、終了後自己服薬管理行っていく。

（自己服薬管理は主治医より許可となっている）　　

　＜退院療養検討会＞

　　江刺家 陽輝様（17）病名:広汎性発達障害　合併症:統合失調症 

　　　　　　　　　　　 入院:H21/3/25(4回目)　退院: H21/7/25 午前中

　　　

　　　・情動コントロール

・他者より赤ちゃんと言われた事で他患者様とトラブルとなり、西病棟Aユニッ

トに転棟した。

・母様と面会,外泊後、「死にたい」と訴えあり→OT途中退席。母との面会時間の

　調整を行う

　　本人「勉強したい」→母様「無理だ」と言われ、

　　　　「意欲的になっても言われてしまう」「頭の中が混乱する」

　　　　　　　「自傷行為したくなる」

· 他者との交友…少しのミスで自責の念が強くなる。

他者との交流の仕方が分からない→

方法が分かれば接していく事が出来る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・他者との交流…交流は多く、年上の女性と話す機会が多かった。

　　　　　　　　Bユニットの患者様との交流は少なく、言葉が聞き取れない事に

　　　　　　　　　　　「ストレスを感じて暴走してしまうかもしれない」と話すことあ

　　　　　　　　　　　り、Ｂユニットへの移動には拒否的であった。

・退院について　「退院後どうしたらよいかわからない」

　　　　　　　　「自分で勉強したい」→OTでも自主的に行っている→

　　　　　　　　母様に伝えると驚いていた。

退院後…デイケアに通い、勉強を続ける事。本人の不安は現在無い。

・ご兄弟との関係…兄とは「喧嘩になるから」と話さない。

　　→以前から上手くいっていない。

本人…新聞配達のアルバイトがしたいと話す。

　　　自分の要求→意にそぐわない事があると衝動行為に走る。

　　　　↓うみねこ工房

　　　母との距離,関係を調整

　　　　→離していく

　　　　浪費…金銭管理方法。外部からの支援（青明舎の登録）

※マンツーマンで教育していく

※対人関係…つまづいている事にスタッフが気付き介入していく。

　　　　　　わからないがあった時は、気軽に聞くよう促していく。

· 初外来…7/29 毎週水曜日

